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国総研資料第 1256 号 

『空港舗装の PCR 算出方法の研究』を刊行します 
～空港舗装強度の公示方法が改定されました～ 
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国際民間航空機関第14附属書（ICAO Annex14）が2022年に改定され、舗装強度の

公示方法として1981年から用いられてきたACN-PCN法は2024年11月27日で廃止され、

翌11月28日からはACR-PCR法が用いられることとなりました。そのため、ICAOが定め

た新しいACR算出方法や我が国の空港舗装設計法を考慮した標準的なPCR算出方法を

構築することを目的として研究を実施しました。 

本資料では、国土交通省航空局が2023年10月に改定した「舗装強度の公示方法に

ついて」に採用された、我が国の空港舗装のPCR算出方法の技術的詳細を掲載してい

ます。 
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